
 
【８・９月の行事予定】 
８／１日(水) 出校日，学校評議員会 
 １３日(月) 学校閉庁日（～１５日） 
２１日(火) 出校日 
      ＰＴＡ保護者会(19:00～) 
２２日(水) ＰＴＡ役員会(19:00～) 
２６日(日) ＰＴＡ奉仕作業(7:30～予備 9/2) 

９／３日(月) 第２学期始業式(給食あり)  
１６日(日) 運動会（予備日３０日） 
１７日(月)   敬老の日 
２１日(金) 運動会振替休日 
２３日(日)   秋分の日 

 豊年祭(伊子茂，於斉，花富，勢里) 
２４日(月) 豊年祭(押角) 

 

 

「 『命どぅ宝』  自ら判断し，動く 」 
                    校 長  田 中 竜 太 
 今回の西日本豪雨災害で，多くの尊い命が失われたこと
に謹んで哀悼の意を表します。また，今現在も多くの方々

が避難所での生活を余儀なくされ，不自由な生活を送られ
ていることに，心よりお見舞い申し上げます。 
さて，先の東日本大震災の際，「大川小の悲劇」の対局と

して「釜石小の軌跡」が取り上げら
れたことをご存知の方も多いかと思
います。地震直後，100人近い子供た
ちが津波浸水地域で遊んでいたにも
関わらず，全員が助かった要因は，
「津波てんでんこ」各自がてんでん

ばらばらに責任をもって逃げるという教えにあったと言わ
れています。とかく学校では教師の指示を待ち，それを忠
実に守り行動することが推奨されます。それはある意味大
切なことかもしれませんが，非常災害の場合は，とっさに
自分で判断し行動する姿勢も持ち合わせていないと，大き
な悲劇につながってしまうのです。 
今回の水害でも，「行政の避難指示の在り方について問題

があった。」という有識者がいる中で，一人一人が自分の命
に責任をもち，自分の置かれている状況をいち早く判断し， 

指示の前に行動を起こしていたならば救える命もあったの
ではと考えるのは，結果論なのでしょうか。指示を徹底す
る「基本的な知識・理解」の部分と，それを生かした子供
たち自らの「思考・判断・表現力」，この両輪を意識した学

校教育の重要性を改めて感じた次第
です。沖縄の先人の教えに「命どぅ
宝」(何をおいても命こそが大切)と
いう言葉があります。自ら判断し動
くことで「命」さえ守れれば，復旧・

復興への歩みは確実に保障されるの
です。 

 
＜ハンセン病問題を正しく理解する週間＞ 
６月 17日(日)～６月 23日(土)は「ハンセン病問題を正しく理

解する週間」でした。奄美市にある療養施設「奄美和光園」には

25人の入所者がおられ，平均年齢は85.4歳(平成30年２月現在)

とのこと。本校と加計呂麻園同様，地域や近隣の児童生徒と交流

を続けているそうです。全校朝会講話の他，今回は新たに奄美市

の中学生の交流体験談の紹介（中学校校舎廊下）やコーナーの設

置(図書室)も行いました。夏季休業

中には，本校職員２人が交流体験に

参加します。今後，更に理解が深ま

り，差別のない社会を目指す児童生

徒に育ってくれることを期待します。 

 
＜家族レクで楽しくふれ合い＞ 
７月７日(土)，遠泳大会が台風８号の影響で中止となり，代わ

りに家族レクリエーション(ドッジボール)を実施しました。大人

と子供混合で４チームを編成し，各チーム，チームワークを生か

し優勝を目指しました。大人が断然有利かと思いきや，子供たち

も負けじと応戦し，和やかな中にも白熱

した戦いが繰り広げられました。終了後，

みんなでスイカを味わう頃には，遠泳大

会中止のくやしさは吹き飛んでいました。 

＜第１回学校保健委員会＞ 
 ７月 10日(火)，１学期の終わりに当たり，授業参観・学校保

健委員会・学級ＰＴＡを実施しました。授業参観では，小学校が

２学級共に音楽を，中学校は１年生が英語，２年生が社会の学習

を保護者に参観していただきました。学級ＰＴＡでは，１学期の

反省や夏休みの過ごし方等について，担任から説明を行いました。 

 合間に開催した学校保健委員会では，担当の○○養護教諭から，

健康診断結果・生活リズムについ

ての説明の後，「自分を大切にす

る」ための気持ちの持ちようにつ

いてのワークショップがあり，皆

興味深げにペンを走らせていまし

た。 

 

＜ありがとう。ナサ先生＞ 
 ＡＬＴ(外国語指導助手)として長年勤務していただいていた

○○先生(○○○・○○○○○)の任期終了に伴う，最後の授業が

７月１２日(金)に行われました。まず中学校では，これまでの学

習成果を生かし，将来の夢等のプレゼンテーションを先生の前で

発表，その後レクリエーションを行いました。小学校でも全員が

一堂に会し，英語を使ったゲーム等で別れを惜しみました。 

○○先生はとても優しく，どこか日本人を思わせる言動で親し

みやすい先生でした。また，バドミントンでは，郡民体育大会に

出場するほど卓越した技能をも

っていらっしゃいました。ます

ますのご活躍を祈念するととも

に，日本を離れても，瀬戸内町

の子供たちのことを覚えておい

ていただければと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ ７月２１日から子供たちは夏休みに入ります。安全・安心な

夏休みとなるよう，地域の皆様の温かい見守りをよろしくお願

いします。また，何かありましたらいつでも学校へご一報くだ

さい。（ＴＥＬ７６－００１８） 

◇ 教職員の働き方改革や業務改善に伴い，８月 13日(月)～15

日(水)は「学校閉庁日」となり，教職員は不在となります。緊

急の連絡は教育委員会総務課(ＴＥＬ７２－０１１３)へお願

いします。 

  【７月号】 平成３０年７月１９日発行  伊子茂小・中学校 ＴＥＬ７６－００１８ 

 

                                 

 

 

 

瀬戸内町立伊子茂小・中学校 児童生徒数 総計 
平成３０年 

７月１８日現在 
２年 ４年 ５年 ６年 中１年 中２年  

14名 
２ １ １ ２ ６ ２ 

 

入選・入賞おめでとう 
県図画作品展  町審査 

【特選】中１ ○ ○  ○ ○ 

       ○ ○  ○○○ 


